
南
斉
寛
陵
王
文
学

の
八
友
に

つ
い
て

春

日

禮

智

中
国
南
斉

(
四
七
九
-
五
〇
二
)
は
高
帝
の
建
元
元
年
に
始
ま
り
、
和

帝
の
中
興
二
年
に
終
る
前
后
二
十
四
年
、
南
朝
最
短
命
の
王
朝
で
あ

っ

た
。
然
も
、
そ
の
全
盛
期
は
二
代
武
帝
の
永
明
年
間
の
十

一
年
で
あ

っ

た
。

し
か
し
、

こ
の
武
帝
の
十

一
年
間
は
、
宋

の
文
帝
の
元
嘉
の
治
を

範
と
し
、
梁
の
武
帝
の
天
監
の
治
を
開
く
、
極
め
て
重
要
な
る
十

一
年

で
あ

っ
た
。
そ
の
中
心
的
人
物
は
勿
論
武
帝
で
あ

っ
た
が
、
武
帝
の
富

国
為
先
の
武
を
助
け
て
、
そ
の
文
を
発
揚
し
、
所
謂
永
明
の
治
の
名
を

後
世
に
残
し
た
人
は
、
武
帝
の
第
二
子
寛
陵
文
宣
王
子
良
そ
の
人
で
あ

っ
た
。
南
斉
を
語
る
場
合
、

そ
の
政
治
文
化
宗
教
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、

王
を
除
い
て
は
、
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

寛
陵
王
子
良

(四
六
〇
-
四
九
四
)
は
南
朝
王
族
随

一
、
最
も
声
誉
の

高
い
人
、
南
斉
人
の
ボ
ー
フ
で
あ

っ
た
。
彼
は
司
徒
、
尚
書
令
、
太
傅

等
、
あ
ら
ゆ
る
要
職
に

つ
き
、
筆
・海
、
智
山
と
称
せ
ら
れ
た
。
彼
は
そ

の
本
宅
-
上
邸
は
、
鍾
山
即
ち
、
今
の
紫
金
山
に
あ

っ
た
が
、
宋
の
儒

者
で
あ
り
、
隠
逸
で
あ
り
、
晋
の
盧
山
慧
遠
に
師
事
し
た
雷
次
宗
と
同

じ
く
、
建
康
即
ち
今
の
南
京
の
難
鳴
寺
の
あ
る
難
籠
山
に
、
西
邸
を
造

り
、
永
明
五
年
以
后
は
、
専
ら
こ
こ
を
根
拠
と
し
、
文
化
、
宗
教
の
普

及
に
努
め
た
。
南
斉
書
巻
四
〇
、

そ
の
伝
に
曰
く
、

子
良
敦
義
愛
古
、
ヽ
ヽ
后
於
西
邸
、
起
古
斎
、
多
聚
古
人
器
服
、
以
充
之
。

又
曰
く
、

子
良
少
有
清
尚
。
礼
才
好
士
、
居
不
義
之
地
。
傾
意
賓
客
、
天
下
才
学
、
皆

遊
集
焉
。
善
立
勝
事
、
夏
日
客
至
、
為
設
瓜
飲
及
甘
果
、
著
之
文
教
。
士
子

文
章
、
及
朝
貴
辞
翰
、
皆
発
教
撰
録
。

又
曰
く
、

五
年
ヽ
ヽ
ヽ
移
居
難
籠
山
邸
、
集
学
士
。
抄
五
経
百
家
、
依
皇
覧
例
、
為
四

部
要
略
千
巻
。
招
致
名
僧
、
講
語
仏
法
。
造
経
唄
新
声
。
道
俗
之
盛
、
江
左

未
有
也
。

又
曰
く
、

又
、
与
文
恵
太
子
、
同
好
釈
教
。
甚
相
友
悌
、
子
良
敬
信
尤
篤
。
数
於
邸
園

営
斎
戒
。
大
集
朝
臣
衆
僧
。
至
於
賦
食
行
水
、
或
躬
親
事
。
世
頗
以
為
失
宰

相
体
。
勤
人
為
善
。
未
嘗
厭
倦
。
以
此
終
致
盛
名
。

以
上
を
以
て
、
王
の
篤
信
振
り
を
、

は
っ
き

り
知

る
こ
と
が

で
き

る
。
高
僧
伝
、
続
高
僧
伝
、
比
丘
尼
伝
に
依
れ
ば
、
彼
の
支
持
後
援
し

南
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)
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い
て

(
春

日
)

た
僧
尼
は
、
斉
梁
間
に
お
い
て
、
高
僧
二
十
八
人
以
上
、
比
丘
尼
十

一

人
を
数
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

寛
陵
王
文
学
に
就
い
て
は
、
南
斉
書
巻
四
三
、
何
昌
寓
伝
に
、

永
明
元
年
、
寛
陵
主
表
置
友
。
学
官
。
以
昌
寓
、
為
寛
陵
王
文
学
。

と
あ
り
、

永
明
元
年
は
武
帝
即
位
の
年
で
あ
り
、
ま
だ
王
が
上
邸
に
い

た
時

の
事

で
あ
る
。
従

っ
て
、
寛
陵
王
文
学
の
士
と
い
う
国
職
、
学
官

は
、
早
く
か
ら
置
か
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
今
の
国
立
文
料
大

学
教
授
、
文
化
研
究
所
員
の
要
職
で
あ
る
。

こ
れ
は
上
邸
が
西
邸
に
移

り
、
専
ら
西
邸
学
士
の
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

寛
陵
王
文
学
の
八
友
に
就
い
て
は
、
先
ず
梁
書
巻

一
、
武
帝
上
に
出

て
い
る
。

曰
く
、

寛
陵
王
子
良
開
西
邸
。
招
文
学
。
高
祖

(武
帝
)
与
沈
約
謝
眺
王
融
薫
環
萢

雲
任
肪
陸
僅
等
、
並
遊
焉
。
号
日
八
友
。

又
、
資
治
通
鑑
巻

一
三
六
、
永
明
二
年
正
月
条
に
、

記
室
参
軍
萢
雲
薫
深
楽
安
法
曹
参
軍
肪
任
王
融
衛
軍
車
閣
祭
酒
薫
術

(梁
武

帝
)
鎮
西
功
曹
謝
眺
歩
兵
校
尉
沈
約
揚
州
秀
才
陸
僥
、
並
以
文
学
、
尤
見
親

待
。
号
八
友
。

と
あ
り
、
通
鑑
は
継

い
て
、

法
曹
参
軍
柳
慨
太
学
博
士
王
僧
濡
南
徐
州
秀
才
済
陽
江
革
尚
書
殿
中
郎
萢
縷

会
稽
孔
休
源
、
亦
預
焉
。

と
も
述

べ
て
い
る
。

又
、
梁
の
元
帝
の
金
楼
子
巻
三
に
は
、
八
友
の
も

と
と
も
思
え
る
、
次
の
文
章
が
載

っ
て
い
る
。

好
文
学
、
我
高
祖

(梁
武
帝
)
王
元
長

(融
)
謝
元
暉

(眺
)
張
思
光

(融
)

何
憲
任
肪
孔
広
江
流
虞
炎
何
燗
周
願
之
傳
、
皆
当
時
之
傑
、
号
士
林
。

此
等

の
人
々
と
寛
陵
文
宣
王
と
の
関
係
は
、
南
斉
書
、
梁
書
、
南
史

等
に
詳
し
く
出
て
い
る
。
就

い
て
御
研
究
下
さ
い
。

こ
の
八
友
の
中
、
特
に
梁

の
建
国
の
謀
議
に
参
与
し
た
人
物
は
萢
雲

沈
約
任
肪
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
彼
等
は
建
国
の
元
勲
と
し
て
、
立
派

な
要
職
に

つ
い
て
い
る
。
又
、

こ
の
三
人
、
梁
の
武
帝
の
外
の
、
他
の

人
々
も
、
皆
、
史
上
着
目
す
べ
き
名
士
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
依

っ
て
、

南
斉

の
寛
陵
王
子
良
が
、
南
斉
だ
け
で
な
く
、
如
何
に
後
世
の
人

々
に

重
大
な
感
化
を
与
え
て
い
た
か
が
、
覗
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
子
良

門
下
で
、
ず
ば
抜
け
て
え
ら
か
っ
た
の
が
梁

の
武
帝
で
あ

っ
た
。
梁
書

巻

一
、
武
帝
上
に
曰
く
、

寛
陵
王
子
良
開
西
邸
、
招
文
学
。
高
祖
与
沈
約
謝
眺
王
融
瀟
探
萢
雲
任
肪
陸

僥
等
、
並
遊
焉
。
号
日
八
友
。
融
俊
爽
、
識
竪
過
人
。
尤
敬
異
高
祖
。
毎
謂

所
親
日
、
宰
制
天
下
、
必
在
此
人
。

と
。
全
く
、
王
融
の
言
の
如
く
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
梁
朝
の
夜
明
け
で

あ

っ
た
。

次
に
南
斉
書
、
梁
書
、
南
史
、
資
治
通
鑑
建
康
実
録
等
に
依

っ
て
、

八
友
と
寛
陵
文
宣
王
薫
子
良
と
の
関
係
を
略
述
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で

あ
る
。

(
一
)
梁
の
武
帝
藷
澗宿

(
四
六
四
-
五
四
九
)
字
叔
達
。

生
知
淳
孝
、
性
方

正
、
篤
信
正
法
、
尤
も
釈
典
に
長
ず
。
恭
倹
荘
厳
、

芸
能
博
学
を
以
て

聞
ゆ
。
寛
陵
王
子
良
、
西
邸
を
開
き
、
文
学
を
招

く
。
八
友
は
、
最
も
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親
待
せ
ら
る
。
武
帝
、
天
監
元
年
四
月
即
位
、
寛
陵
王
文
学

の
誼
を
以

て
、
吏
部
尚
書
沈
約
を
尚
書
左
僕
射
長
兼
侍
中
と
な
し
、
萢
雲
を
散
騎

常
侍
吏
部
尚
書
と
な
す
。
太
清
三
年
五
月
崩
ず
。
年
八
十
六
。

(二)
沈
約

(四
四
一
-
五
一
三
)
字
休
文
、
性
倹
素
、
飲
酒
せ
ず
。
嗜
欲

少
な
し
。
詩
文
に
長
じ
、
思
想
家
で
あ

っ
た
。
南
斉
の
初
め
、
文
恵
太

子
を
奉
ず
。
東
宮
多
士
、
約
、
特
に
親
遇
せ
ら
る
。
寛
陵
王
、
八
友
を

招
く
。
当
世
号
し
て
、
人
を
得
と
な
す
。
萢
雲
、
約
を
引
い
て
、
梁

の

武
帝
に
紹
介
す
。
武
帝
曰
く

「帝
業
を
成
さ
し
む
る
は
、
卿
ら
二
人
な

り
」
と
。
後
、
建
昌
懸
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
萢
雲
の
上
に
居
る
。
天
監
十

二
年
卒
。
年
七
十
三
。
聚
書
二
万
巻
、
京
師
無
比
と
称
さ
れ
た
。
沈
約

の
晩
年
は
、
当
時
の
貴
顕
、
軒
蓋
、
門
に
み
つ
と
称
せ
ら
れ
た
。

(三)
謝
眺

(四
六
三
-
五
〇
〇
)
字
元
暉
。
少
に
し
て
学
を
好
み
、
美
名

あ
り
。
文
章
清
麗
、
草
隷
を
美
く
し
、
五
言
詩

に
長

ず
。
沈
約

曰
く

「
二
百
年
来
、

こ
の
詩
な
し
」
と
。
出
で
て
、
宣
城
の
太
守
と
な
る
。

卒
年
三
十
六
。

(四)
王
融

(四
六
八
-
四
九
四
)
字
元
長
。
南
朝
貴
族
中
の
名
門
出
身
。

少
に
し
て
神
明
警
恵
、

博
渉
、
文
才
あ
り
。
子
良
、

そ
の
文
学
を
愛

し
、
特
に
相
友
好
、
情
分
、
常
に
殊
な
る
。
南
斉
武
帝
の
終
焉
時
、
後

継
に
、
子
良
を
立
て
ん
と
し
て
失
敗
し
、
獄
中
、
死
を
賜
う
。
年
二
十

七
。(五)

薫
環

(
四
七
七
-
五
二
九
)
字
彦
喩
。
少
に
し
て
朗
悟
。
縦
横
の
才

弁
あ
り
。
南
斉
の
太
学
博
士
。
梁
の
武
帝
、
西
邸
に
在
り
し
時
、
早
く

よ
り
深
と
押
れ
合
い
、
呼
ん
で
宗
老
と
な
す
。
梁
代
、
宣
城
太
守
、

江

夏
太
守
、
南
郡
太
守
、
東
陽
太
守
、
呉
興
太
守
歴
任
、
侍
中
と
な
る
。

中
大
通
元
年
卒
。
年
五
十
三
。

(六)
萢
雲

(四
五
一
-
五
〇
三
)
字
彦
龍
。
少
に

し
て
機
警
、

識

見
あ

り
。
性
篤
睦
、
属
文
を
善
く
す
。
南
斉
建
元
の
初
め
、
寛
陵
王
子
良
、

会
稽
の
太
守
と
な
る
。
雲
始
め
て
王
に
随
う
。
子
良
、
司
徒
と
な
る
。

又
、
記
室
参
軍
事
に
補
す
。
永
元
二
年
、
国

子
博
士

と
な
る
。
始

め

雲
、
梁
武
と
寛
陵
王
邸
に
遇
い
、
武
帝
、
深
く
、
之
を
器
と
す
。

武
帝
、

兵
を
挙
ぐ
。
雲
、

沈
約
と
同
心
翔
賛
す
。
梁
台
建
ち
、
侍
中
に
遷
る
。

天
監
元
年
散
騎
常
侍
吏
部
尚
書
雷
城
県
侯
と
な
る
。
天
監
二
年
卒
。
年

五
十
三
。

(七)
任
肪

(
四
五
九
-
五
〇
七
)
字
彦
升
、
身
長
七
尺
五
寸
。
幼

に
し
て

学
を
好
む
。
司
徒
寛
陵
王
記
室
参
軍
。
梁
武
と
は
、
寛
陵
王
西
邸
に
遇

い
、
沈
約
と
善
し
。
南
斉
明
帝
の
時
、
侍
中
と
な
り
、
宣
城
郡
公
に
封

ぜ
ら
る
。
天
監
二
年
義
組
の
太
守
、
六
年
新
安
太
守
と
な
る
。
卒
年
四

十
九
。

(八)
陵
僅

(
四
七
〇
-
五
二
六
)
字
佐
公
。
少
に
し
て
学
を
勤
め
、
属
文

を
善
く
す
。
寛
陵
王
西
邸
を
開
き
、
英
俊
を
招
く
。
儀
ま
た
、

こ
れ
に

預
か
る
。
任
肪
と
友
善
、

国
子
博
士
、
尋
陽
太
守

と
な
る
。
普
通
七
年

卒
。
年
五
十
七
。

(元
大
谷
大
学
教
授

・
文
博
)

南
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